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神奈川爪足柄下mS(m択町 ･沿河脚 1)-抑 こは,'73
咋2Jl現在,T･P･H･S･Ⅰの5郡が生息する｡T･P･
Sの3郡は糾 寸けの進行政令の追いが認められるが,3
郡とも税劣号が不易な郡九である｡
'68年4FlよりT郡のIL-･J'rlオス佃†如こ入れ掛 こよるヤ
ーキソクを施し,離脱枚の追跡調査の碓文化なはかった｡
本年皮の相似 i.同一地域個体郡内の上記の5郡間の
関係を,T郡のオスに1.I1,氏をあてて,その離脱と他の群
れへの加入の両から.今までのデータをまとめたもので
ある.なお,木相似ま'65年4月から'73年2月までのも
のである｡
1. 若年オス
'64-'68年生れのものを若年オスとして扱った｡'63年
以脚 ま出生数が不明確なのでオトナオスとして扱った｡
この5年間のオスの山生数は33m (このうち2頭死
亡)で28頭が離脱した｡4才が離脱のピークで,4才ま
でに70%が,5才までに85%が離脱した｡離脱の時期は
5,6月の出産lmで半数以上 (550/.)が離脱した｡しか
し,交尾期に離脱した個体は100/o弱であった.
T群を離脱した28軌の若年オスのうち.17頭が同一地
域個体群内のLl郡に加入し,11頭が不明1)となった｡し
かし,この不明偶作のうち2疏 2)は60数キロ遠方の他の
I)不明というのは,他の4群にも,また周辺にも確認
されなかった場合である｡
2)2mとも'65年生れで, マ～キソグされている｡離
脱の年は川和王'69年6Jlであり,1餌は'71咋8)1
であったO現在,この2Brlは汲肪崎好投公開IJjのケ
ージの巾こ入っている｡
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